
［成果情報名］トウジンビエとササゲの４列配置間作、ローテーションと栽植密度の組合せによ

り作物バイオマスとトウジンビエ収量は増加する 

［要約］トウジンビエ（栽植密度 6300 本／ha）とササゲ（栽植密度 6300～2000 本／ha）を４列

配置間作で配置し、両作物をローテーションすることで、合計バイオマスは４割、トウジンビエ

収量は５割増加する。 
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［背景・ねらい］ 

西アフリカサヘル地域では、低肥沃度砂質土壌が主要作物であるトウジンビエの連続耕作や、

圃場へ投与する有機物肥料、家畜から排出・生産される堆肥の絶対量を制限している。加えて社

会的インフラの未整備や農家の貧困が、資材を運搬する車両や化学肥料の購入を困難にしている。

そこで本報では、密植栽培に適した二目的（子実と飼料両方の生産向き）ササゲ品種を用いて、

堆肥等の有機物資材や化学肥料等の外からのインプット手段を持たない農家でも、作物の作付方

式のみを変えることによって増収できる技術を提案する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1. 農家がトウジンビエとササゲの植え付け位置を視覚的に確認し、ローテーションをしやすくす

るために、農家が一般的に行う１列配置を改良し、４列ずつの配置とローテーションの方法を

提案する（図１）。 

2. ローテーションを行うことにより、合計バイオマス量及びトウジンビエ種子収量は、連続耕作

と比較して４～５割増加する（図２、３）。 

3. 4列配置にしても、トウジビエのバイオマス及び種子収量は、1列配置の場合と変わらない（図

２、３）。 

4. 二目的ササゲ品種を用いること

により、ササゲの栽植密度を現行

の 6,300本から 32,000本／haまで

増加した場合でも、トウジンビエ

のバイオマス及び種子収量は変

わらない（図２、３）。 

 

［成果の活用面・留意点 

1. 本報は、ササゲをトウジンビエと 

 間作する時の栽培指針となる。 

2. 使用するササゲ品種は、従来の匍 

 匐型よりも、密植栽培向きの二目  

 的ササゲ品種の方が、４列配置に  

 適している。 

 



 [具体的データ] 

 

図２ 栽植密度（右）、栽植様式（中）および作物ローテーション（左）が作物バイオマス量（kg/ha）
に及ぼす効果 
ササゲは”TN256-87（二目的ササゲ品種）”を用いた。栽植密度はササゲのみ低（5900-6300本/ha）、中（11000-12000
本/ha）、高（29000-32000本/ha）の 3段階とした。トウジンビエの栽植密度は低（5900-6300本/ha）とした。異な
るアルファベット間は 5%水準で統計的に有意であることを示す。 

 
図３ 栽植密度（右）、栽植様式（中）および作物ローテーション（左）が作物種子収量（kg/ha）に及
ぼす効果 
使用したササゲ品種、トウジンビエとササゲの栽植密度は図２と同じ。異なるアルファベット間は 5％水準で統計
的に有意であることを示す。 
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